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中学生を対象とした古典に親しむ国語の授業の提案
学習開発コース (13220911) 宮越今日子
平成20年の学習指導要領改訂により圃語科では古典に親しむ態度を育成する指導がこ
れまで以上に重視されることとなった。そこで本研究では，生徒が古典に親しむことがで
きるような国語の授業の提案を目指す。今回は大村はまの授業実践を取り上げ，大村の古
典の指導上の手立ての整理をした。また，教職専門実習Hでの授業実践を振り返り，今後
の自分自身の国語手ヰ授業の単元構想、の方向性や授業実践での課題を明らかにした。
[キーワー ド]古典に親しむ，大村はま，国語授業，中学校
1 問題の所在と方法
平成 20年の学習指導要領改訂により，国語科
には「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」が新設された。中央教育審議会答申における
国語科の改善の基本方針には I古-典の指導につい
ては， 我が国の言語文化を享受し継承 ・発展させ
るため，生涯にわたって古典に親しむ態度を育成
する指導を重視する」ことが示されている。この
ように国語科では，古典に親しむ態度を育成する
指導が重視されることとなったo しかし古典に苦
手意識を持つ生徒は多く ，これまでの古典を耕オ
とした授業では生徒が古典に親しむことは難しい
のではなし、かと考える。
平成 17年度に行われた高等学校教育課程実胞
状況調査では「古文は好きだ」という聞いと「漢
文は好きだ」という問いに Iどちらかというと
そう思わなしリ Iそう思わなしリと回答した生
徒を合わせた割合は，どちらも約7割におよぶ。
また，平成25年度に行われた全国学力・学習状況
調査の中学校3年生を対象とした質問紙調査では，
「古典は好きですか」という問いに 「どちらかと
いうと，当てはまらなし、J，I当てはまらなしリと
回答した生徒を合わせた害Ij合は約 7割となってい
る。このことから生徒にとって古典とは親しみに
くいものとしてとらえられており，従来の古典を
教材として取り上げた授業では，生徒に古典に親
しませるということは難しいのではなし、かと考え
る。
本研究ではこれまでの古典に関する国語の授
業を見直し，生徒が古典に親しむことができるよ
うな指導の手立てを検討する。そしてそれらを踏
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まえた上で，今後の自分自身の国語の授業の在り
方について検言寸ずる。
2 先行研究の検討
(1)古典に親しむ
先行研究と して，大村はまの授業実践を取り上
げる。大村は「古典に親しむ」を目標に，古典を
教材とした授業実践を行っている。
国語の古典の授業で扱われる教材は，現代の文
章と比べてみると言葉や文法に大きな違いがある。
ある程度の古典の知識や解説がなくては，書かれ
ている内容が理解できない。生徒にとってはなじ
みにく い文章であり，抵抗感をおぼえるものであ
ると考えられる。そのため，まずは生徒は古典の
文章を読解できるようになる必要がある。
しかし 大村 (1983b)は中学校の生徒が古典
の文章を解釈していく ことは難しいと考えた。ま
た，解釈を通して古典の読解をすることができて
も，生徒は古典は難しいものだと遠ざけるように
なることを危倶した。そのため，古典に親しむと
いう目標を定め， 授業実践を行ったO このとき大
村は，古典にじかに触れさせながら，生徒に古典
に親しませたいと考えた。古典に書かれている内
容は生徒の心にひびくものだとし工夫を加えて
文章への抵抗感を除く ことを考え，テキスト作り
にこだわった。
(2)大村はまの授業実践から
大村が授業実践で使用したテキス ト(表 l参
照)は萩原贋道の源氏物語評釈を参考にして作成
されている。このテキス卜について大村は「原文
を少しゆるやかに読み聞かせると，右側の書き入
表 l 大村が作成したテキスト
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子を聞き，原文にじかに触れつつ，意味は口語で
受けとめられていくと考えた」と述べている。
このテキストは様々な工夫がなされている。
-文章の右側だ、け読めばそれで、口語の文章になっ
ているようにしていること
・「けり」や 「あり」など，同じ言葉が前段で繰り
返されてもそのたびに意味を書いておくこと
-単語の意識を明確にさせること
後に古典を本格的に学習するときに役立つよ
うなテキスト作りを行っている。大村は「どんな
古典注釈でもやりのけるような人の勉強にも耐え
るだけのテキス トにしておきたしリと考えていた。
3 実践と結果
(1)教職専門実習Eにおける授業実践
山形市内のX中学校において教職専門実習E
を行った。 配属された2年生の国語の授業を行っ
た。「ガイアの知性J(龍村仁)， i悠久の自然J(星
野道夫)を教材として，説明的な文章の授業実践
を行った。単元名は「自然と人間のかかわりにつ
いて考えよう~意見文を書く '"-'Jである。自然と
人間のかかわりについて書かれた教材を読み，二
つの文章を読み比べ3 自身の自然と人間のかかわ
りの考えを広げ，意見文として書きまとめさせる
指導計画を立てた。この授業実践の指導計画は表
2の通りである。
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表2.教職専門実習E 指導計画
学習内容
「自然と人間のかかわり」に関する自分の考えを書
こっ。
自分の考えと比べながら「悠久の自然」を読もう。
自分の考えと比べながら「ガイアの知性」を読もう。
「ガイアの知性Jのy:.章構成をとらえ，それぞれの
大段溶に見出しをつけよう。
第一大段落を読み， 筆者の執筆動機を確認しよう。
第二大段落を読み，鯨や象がJ守つ 「知↑生」について
考えよう。
第三大段落を読み Iガイアの知性」とは何かを考え，
筆者の主張を捉えよう。
「悠久の自然」を読み，筆者の主張を捉えよう。
自然と人間のかかわりに関する意見文を書こう。
この授業実践を通して，授業中の生徒の様子か
ら自身の授業実践上の課題について明らかにする。
(2)授業実践での結果
[場面1)
ここで取り上げるのは，指導計画では5時間目
にあたる授業である。
5時間目は「筆者が主張する『ガイアの知性』
について理解し，自分の言葉で説明してみよう」
としづ学習課題で、授業実践を行った。 この授業で
は iガイアの知性」のキーワー ドである「攻撃的
な知性j と「受容的な知性Jを自分の言葉で説明
することを目標に授業を行った。
これらを自分の言葉で説明しようとすること
で，文章の内容が理解できたカ市街忍することがで
きると考えた。生徒が自分の言葉で「攻撃的な知
性J，I受容的な矢n性」の説明ができるようにする
ために，表3のような段階を踏んで授業を進めた。
表3.5時間自の授業構想、
「一一一一ー一一一
??????
本文，1，の言集で整理する。
身近な具体例を挙げて，
内容をイメージする。
自分の言葉で説明する。」一一一一
「一一一一一一ー
本文中の言葉で整理する。
身近な具体例を挙げて3
内容をイメージする。
自分の言葉で説明する。
??????
L一一一一一一一一
↓ 
「ガイアの知性」を自分の言葉で説明する。
ここで取り上げる場面は I攻撃的な知性」の
身近な具体例を挙げて内容をイメージすることで
ある。 ここでは 3~4 人で、のクーループ。で、活動を行っ
た。このとき「攻撃的な知性」にあてはまる身近近4 
な貝イ本例についてクググ、マ、/ルレ一フ。で
した。その直後，いくつかのク、、ループ。は話し合い
が進まない状態だった。生徒たちは互いに顔を見
合わせたり，首を傾げたりと戸惑った様子を示し
ていた。その後，あるグループ。が「夕、、ムじゃない?J
と大きな声で発言したことによって， 戸惑ってい
たグル プーcの生徒たちはその言葉にうなずき，話
し合いを始め，それぞれ具体例を挙げていった。
[場面2]
次に取り上げるのは，指導計画では2時間円に
あたる授業である。2時間目は「自分の考えと比
べながら『ガイアの知性』を読もうj という学習
課題で、授業実践を行った。この授業では Iガイア
の知性Jを読み，筆者の考えと自分の考えを比較
し，共通点，相違点，疑問J瓦の3つの観点で、書き
まとめる活動を行った。
この活動は自分の考えを明確にすることを目
的として行った。そして上記の3つの観点を与え
ることで， 何度も「ガイアの知性Jを読むことに
なり Iガイアの知性」の内容や筆者の主張を理解
することが可能になるのではなし、かと考えた。こ
の学習活動では，学習活動の指示が出されてまも
なく ，学習プリン トに書き出す生徒がし、た一方で，
「全然わかんねえ。知らねえんだけどJとつぶや
き，学習プリントに書き出せない生徒がし、た。
4 考察
ここでは授業実践の場面で見られた生徒の反
応についての考察をする。
(1) [場面 1]の考察
ここではいく つかのグループ。が戸惑った表情
を見せ，互いに顔を見合わせたり，首を傾げたり
した理由について考えることとする。
生徒は何をしたらいいのかわからないという
状態で、あったことが考えられる。多くの生徒がど
のような具体例を挙げたらいいのかわからない状
態に陥っていた。生徒は問われている具体例に関
するイメージができていなかったと考えられる。
この授業において， あるク、、ルー フ。が「ダムじゃな
い?J と大きな声で発言したことによって，戸惑
っていたグループの生徒たちはその言葉にうなず
き，話し合いを始め，それぞれ具体例を挙げてい
ったという場面があった。このこ止から Iダム」
というモデルが刑されたことで，どのような具体
例をあげたらよいのかが明確になり，生徒は学習
活動に取り組み始めることができたと考えられる。
この場面から，見通しゃゴーノレのイメージを明
確にすることが，このグ、/レー フJで、の話し合いの場
面で‘は非常に重要で、あったことがわかるc 見通し
ゃゴールのイメージをはっきりとさせることで¥
それに至るためにどのようなことをすべきかとい
う途中の活動の見通しもっき，授業のねらいに沿
った学習活動を促すようになると考えられる。
(2) [場面2]の考察
ここでは学習プリントに書き出すことができた
生徒ι書き 1Lf:l1すことができなかった生徒の違い
について考察を行う。
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筆者の考え左自分の考えの共通点，相違点， 疑
問点を学習プリントに書きまとめることを達成す
るためには，筆者の主張をとらえること と自分の
主張を明確にしておくことが必要となる。 筆者の
主張も自分の主張も明確なものとしていなければ，
比較することはできない。
学習プリントに書き出すことができた生徒は，
筆者の主張と 自分の主張を明確にしていたと考え
られる。観察していた生徒は， 1時間目に書いた
自分の意見文と「ガイアの知性」の文章に合致し
た部分があった。この生徒は「ガイアの知性」を
読む前の 1時間目に行った意見文を書く活動で3
「人間は自然をコン トロールし，思いのままに操
ろうとして，自然を破壊しています」と書いてい
た。「攻撃的な知性Jは本文中では「自分たちだけ
の安全と便利さのために自然をコントロールし，
意のままに支配しようとするJ，I人聞は環境破壊
を起こし， 地球全体の生命を危機に陥れている」
と説明されている。このようにこの生徒が書いた
意見文と 「ガイアの知性」の文章中の 「攻撃的な
知性Jを説明した部分には似た表現が見られる。
自分の書いた文章と合致した文章だったために
すぐさま学習プリントに書き出すことができたと
考えられる。
学習プリントに筆者の考えと自分の考えの共
通点，相違点，疑問点を書き出せなかった生徒に
ついて考察する。学習プリントに書き出せなかっ
た理由として，筆者の主張をとらえきれなかった
ことや自分の主張が明確なものとなっていなかっ
たことが考えられる。そして「ガイアの知性」が
生徒にとって難解な文章で、あり，筆者の主張をと
らえられなかった生徒がし、たと考えられる。
また，生徒に多くの課題があったことが考えら
れる。 この活動の際，生徒には「ガイアの知性」
を読んでの感想， 自分の自然と人間のかかわりに
関しての意見や主張 Iガイアの知性」の内容， 筆
者の主張のそれぞれを明確にして整理し， 3つの
観点で書きまとめることが求められていた。 3つ
の観点で書くとしづ活動が，生徒にとっては負担
が大きすぎたと考えられる。それが生徒が書き出
せなかった一つの理由で、ある。整理すべき事柄や
考えるべき課題をもっと絞り，生徒の考え方を焦
点化させる必要があった。
この場面から教師が提示 した学習課題は一つ
で、あっても，複数の学習課題で構成されている場
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合があることがわかった。整理すべき事柄や考え
るべき訊題が多く， 処理しきれないために生徒の
学習活動への取り組みが，こちらの予但とは違っ
たものとなってしま うと考えられる。
(3)授業実践上の課題
以上のことから，自身の授業実践の課題と して，
生徒に学習活動の見通しを持たせないこと，多く
の活動を生徒に行わせていることがわかった。今
後の授業実践では，学習課題の見通しゃゴールの
イメージを把握できるようにすることや活動の指
示や内容を精選することが必要である。
5 到達点と課題
教職専門実習Eを通して，自身の授業実践の課
題が明らかとなった。生徒の実態と自分の実態，
課題を踏まえた上で，古典を教材とした国語の授
業の提案を行いたい。そして提案授業を実践し，
生徒の実態に合わせた授業となるように精度を高
めていきたい。
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